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期待する枠組みやルールを口頭や書面で重ねて丁寧に説明し、その遵守を求めることは基本的
な方法である。また積極性を伸ばしたいがために何でも自由なのだといった言い方は避けるこ
とが望ましい。この変化は社会への適応を重視する教育・啓蒙的なスタンスとなるだろう。
④自律・能動→受動への変化
　内発的動機づけで行動している際に外的報酬を与えることで内発的動機づけが外発的動機づ
けに変化するアンダーマイニング現象が主体性スコアの変化に関係してくる可能性がある。
　組織のなかには自律的に取り組んでいる者とそうでない者が混在することは珍しくない。そ
の際、動機づけに乏しい者に向けて金銭的報酬などの外的報酬を与えることは有効だが、自律
的に取り組んでいる者に対してもその制度が適用されてしまうと彼らの動機づけを損なう可能
性がある。集団のなかに動機づけの差がある以上、どこに焦点を定めるのか、判断が難しいと
ころではある。
⑤他者志向動機
　最後にモチベーション研究における他者志向動機からの示唆にも触れておこう。他者志向動
機とは「自己決定的でありながら、同時に人の願いや期待に応えることを自分に課して努力を
続けるといった意欲の姿」である13）。行動の起点が他者を喜ばせることという外発的・手段的
なものであるが、本人としてもそれに納得して行動している状態を示すもので、自律－他律パ
ラダイムにおける社会化された外発的動機づけの一種だと考えられる。授業への主体的に取り
組みを求める際、学生自身のキャリアにつながる、目標を叶えることにつながるなど、本人の
自己価値に統合させるだけでなく、身近な人が喜んでくれる、将来的に家族ができたときに役
立つなど、他者を含めた意味づけを促進するといったことである。幼児を対象とした限定的な
実験ではあるものの、アジア圏の子どもたちに他者志向動機が顕著に現れるとの報告もあり14）、
日本の学生への適用は有効かもしれない。
　最後にもう一点、理論的な観点からの示唆について触れておきたい。冒頭にキャリアの自律
という言葉を用いたが、これも主体性と自律の違いから改めて議論する余地がある。企業が求
めるキャリアの自律とは、恐らくは企業の利益に沿う形での姿勢や行動が想定されていると思
われる。しかし本研究が論じた本来の自律とは時に枠組みを超えることも厭わない姿勢や行動
であり、企業が求める範囲に収まらない可能性がある。つまり本研究のフレームワークに即し
ていえば企業のいうキャリアの自律とは「キャリア主体性」ともいうべきものであろう。逆に
本研究の議論において「キャリア自律」を定義すれば、企業の意に沿わなくとも、自らの希望
に即していれば転職や起業することすらもキャリアの自律となる。もっとも状況によってはそ
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うした意識をもつ人材が組織に価値をもたらす可能性もあり、一概に企業にとってはキャリア
主体性が好ましくキャリア自律は好ましくないというものではない。しかしキャリアの自律を
語るとき、枠組みの中を意図しているのか、枠組みを問わないのか、ここを一致させておかな
ければ企業側と社員側の理解に祖語が生じる可能性がある。ある社員が「キャリア自律」的な
行動していたとしても、企業の求める枠に収まるうちは「キャリア主体性」に映ることもある。
その社員が社外に「キャリア自律」を求めた結果、企業の側がはじめて「キャリア自律」と認
識することになる。企業が社員に対してキャリアの自律を語るとき、その意味について共通認
識を持っておくことが望ましいだろう15）。
５．まとめ
　本研究では生徒指導提要と有機的統合理論という 2 つの枠組みを用いて主体性概念の整理を
行ってきた。これにより主体性概念の射程には自分の考えで行動すること、自分の行動に責任
を持つこと、衝動性を抑え自己コントロールを有すること、与えられた条件下あるいは決めら
れた指示があった場合でも自分なりの意味づけや工夫によって自分事として取り組むことなど
が含まれることがわかった。このバリエーションによって受動、能動、自律、主体的などの分
類がなされることになる。本研究が中心的に扱った主体性については、与えられた条件や指示
のもと（手段）であっても自分なりの意味づけや工夫によって自分事として取り組むこと（自
律）と定義できた。当初想定していた単に自らの考えによって行動することは能動ないし自律
という状態であって主体性とは異なる。しかし教育や人材育成においてどの状態を目指すべき
かは組織の目的や状況によって異なるものであって何が正しいかというものではない。
　本研究の冒頭には「主体的になれ」といった言葉は矛盾のようであると述べたが、実はこれ
は正しい表現であった。この言葉の正統性は広く理解されてよいだろう。ただし枠組みについ
て一定の情報提供を行うこと、意味づけや創意工夫の余地を与えることなどは必要である。一
方で「自律的になれ」は間違った用法だということになる。また自律的な行動が結果的に主体
的に見える場合もあり、慎重な判断が必要である。
　本研究は、これまで定義が不明確であった主体性概念に関して、ひとつの枠組みを提示する
ことができたと考えている。しかし主体性概念モデルは理論をベースとして構築されたもので
あり、今後は実証的な観点からの検証、また教育や育成の現場における活用等、実践的な研究
も必要である。
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 1 ）経済産業省「社会人基礎力」
　　<https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html> （2019年10月30日アクセス）
 2 ）高橋（2003）, pp.20-27、武石（2016）, pp.47-63など。
 3 ）鎌田（2005） 
 4 ）岩田（2012）, pp.31-36.
 5 ）鎌田（2005）の定義における“次の意”とは、①内発的動機に支えられる意欲性、自ら能動的に活動す
る自発性。②自分の考えで判断し、結果に責任を持つ自主性。③自分の考え方を尊重し、同時に相手
の考え方も受け入れるという協調性・知の共有性。④自他の優れた着想に感動でき、ともに喜ぶこと
ができる共感性。⑤解決場面で現れる算数・数学的見方・考え方を評価、鑑賞でき、他の問題に適用
できるという知的行為性。を指す。
 6 ）鎌田（2005）
 7 ）文部科学省（2011）, pp.10-11.
 8 ）鹿毛（2012）, pp.9-11.
 9 ）櫻井（2009）, p.5、鹿毛（2012）, pp.20-24など。
10）速水（2019）, pp.2-11.
11）Ryan & Deci（2000）、桜井（2009）, pp.99-109など。
12）桜井（2009）, p.8.
13）鹿毛（2012）, p.112.
14）鹿毛（2012）, pp.112-115.
15）高橋（2003）, pp.114-135. キャリア自律に関する定量的調査から、組織内キャリア形成の意識が高いグ
ループとそうでないグループの存在が観察されており、キャリア形成においても条件の中で取り組む
主体的なタイプと枠を出ることを厭わない自律的なタイプの差が現れているとみることができる。
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